
大会学術委員会 

フォーマットご利用マニュアル 

 

 「日本観光研究学会全国大会学術論文集」及び「観光研究（特集号）」投稿用論文フォーマット（以降「フォーマ

ット」）は、体裁の整った論文執筆を通じて、デザインが一貫した論文集を作成すること目的として作成いたしました。本

マニュアルは、フォーマットをご利用される際の注意事項をまとめたものです。 

「日本観光研究学会全国大会学術論文集」投稿用…全国大会論文フォーマット_template_v6.docx 

「観光研究（特集号）」投稿用…観光研究特集号論文フォーマット_template_v6.docx 

 

I. 各パートごとのスタイルについて 

 フォーマットでは、各パートにあわせたスタイル（フォントの種類やサイズなど）が用意されています（表 1）。各パ

ートに該当する「スタイル」を選択して作成してください。なお、フォーマットでは初期設定で指定の「スタイル」が設定

されています。 

 

表 1 各パートに対応するスタイル 

パート スタイル 詳細 

表題 表題 
MS 明朝 orTimesNewRoman・太字・14

ポイント・左揃え 

副題 副題 
MS 明朝 orTimesNewRoman・太字・12

ポイント・左揃え 

Title/Subtitle 英語 Title TimesNewRoman・11point・左揃え 

著者 著者名 
MS 明朝 orTimesNewRoman・10 ポイン

ト・右揃え・行間固定値 15 ポイント 

Name 英語著者名 
TimesNewRoman・10 point・右揃え・行

間固定値 15 ポイント 

要約 要約 

MS 明朝 orTimesNewRoman・９ポイン

ト・両端揃え・行間固定値 14 ポイント・左右

インデント 2 字 

キーワード キーワード 

MS 明朝 orTimesNewRoman・10 ポイン

ト・左揃え・行間固定値 15 ポイント・左右イ

ンデント 2 字 

本文 標準 

MS 明朝 orTimesNewRoman・10 ポイン

ト・両端揃え・行間固定値 16 ポイント・字下

げ 1 字 

所属 所属 
MS 明朝 orTimesNewRoman・10 ポイン

ト・両端揃え 

謝辞の見出し 謝辞タイトル 
MS ゴシック・9 ポイント・両端揃え・行間固定

値 16 ポイント 

謝辞の本文 謝辞本文 MS 明朝 orTimesNewRoman・9 ポイン
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ト・両端揃え・行間固定値 16 ポイント 

【補注】・【参考文献】の見

出し 
謝辞/補注/参考文献タイトル 

MS ゴシック・9 ポイント・両端揃え・行間固定

値 16 ポイント 

【補注】・【参考文献】の本

文 
補注/参考文献本文 

MS 明朝 orTimesNewRoman・9 ポイン

ト・両端揃え・行間固定値 16 ポイント・ぶら

下げ 5.3mm 

英文要約 

※「観光研究（特集号）」

のみ 

summary 
TimesNewRoman・９ポイント・両端揃え・

行間固定値 14 ポイント・左右インデント 2 字 

 

スタイルの指定方法（Office2016 以上（バージョン 16）の場合） 

例：「本文」のスタイル（「標準」）を指定する 

①スタイルを戻したい箇所を選択する。 

②リボンから[ホーム]タブの中にある[スタイル]グループを開く 

③表 1 をもとに該当のスタイルを指定する（本例の場合は「標準」を指定する） 

 

 

II. 本文中で利用可能な書式について 

 フォーマットでは利用可能な書式の一覧は以下の通りです（表 2）。Office2016 以上（バージョン 16）の場

合、リボンから[ホーム]タブの中にある[スタイル]グループから指定可能です。なお、指定した書式を削除するときは

[ホーム]タブの中にある[スタイル]グループから「書式のクリア」を指定してください。 

 なお、数式については制限対象外ですので、通常通り利用可能ですが、分母分子と 2 行にわたる式の場合、行

の幅が狭くて正しく表示されません。その場合は、一般的な Word ファイルで作成した上で、PowerPoint などに張

り付け、その後フォーマット上に図として貼り付けてください。 

① 

② 

② 

③ 
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表 2 利用可能な書式 

書式 スタイル 表示例 

斜体 斜体 斜体 

斜体＋太字 強調斜体 強調斜体 

太字 強調太字 強調太字 

アンダーライン アンダーライン アンダーライン 

アンダーライン＋太字 強調アンダーライン 強調アンダーライン 

アンダーライン＋斜体 斜体アンダーライン 斜体アンダーライン 

上付き 上付き 上付き 

下付き 下付き 下付き 

 

III. 小見出しの指定について 

 フォーマットでは、小見出しの設定をスタイルで行います。小見出しの種類は 3 種類であり、章 （１．２．

３．）、節（(1) (2) (3)）、項（1）2) 3)）で構成されています。スタイルはいずれも「小見出し」です。なお、

章の数字は全角、節、項の数字は半角としてください。 

 

表 3 小見出しの書式 

見出しの種類 スタイル 詳細 表示例 

章 

小見出し 
MS ゴシック・10 ポイント・両端揃え・

行間固定値 16 ポイント 

１． 小見出し１ 

節 (1) 小見出し２ 

項 1) 小見出し３ 

 

IV. 図表の挿入について 

 図表は Excel や PowerPoint などで作成した外部ファイルをフォーマット内に挿入する（貼り付ける）ことが可能

です。なお、図表は解像度の高さと容量は小ささから「拡張メタファイル形式」で行うことを推奨します。また、図と本

文の間隔を 1 行とすることが推奨されております。また、Word の機能（[挿入]タブの中にある[図]グループや[表]

グループ）を使用し、図表を挿入することも可能です。ただし、Word の機能を用いて作成する場合は、段組みを

超えての図表は作成することができません。段組みを超えての図表を用いる場合は、外部ファイルで作成したものを

貼り付けてください。なお、図表及び写真は、天地に張り付けてください。また、行の途中に配置したり、余白に大き

くはみ出すことがないようにしてください。 

 図表内のフォントのサイズは、本文と大きく異ならないようにしてください。 

 図・表・写真のタイトルは、外部ファイル内に組み込むか、スタイルから「図表タイトル」を指定してください。図・写真

のタイトルは下に、表のタイトルは上にセンタリングで配置し、記載の順に図－１、表－１のように通し番号をつけて

ください。 

以上 

2021 年 2 月 5 日 作成 


